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Ⅱ

被災地社会
の成立

Ⅲ
災害ユートピア
(ブルーシートの
世界)

Ⅳ

現実への帰還

Ⅴ

生活復興へ

０

災害発生

Ⅰ

失見当
震災の衝撃から、強いストレスを受け、
「一体何が起こっているか」についての
客観的な把握が困難になる

災害発生を理性的に受け止め「被災
地社会」という新しい秩序に則った現
実が始まったことに適応する

社会機能のマヒにより、一種の原始共
産制社会が産まれ「通常とは異なる社
会的価値観」に基づく世界が成立する

社会フローシステムの復旧により、被
災地社会が終息に向かい、人々が生
活の再建に向け動き出す

0 hr

社会システムが再構築され「もう被災
者/被災地ではない」と感じ、新たな社
会への持続的発展を目指す時期



生活再建
被災者の生活再建

都市再建
まち機能の再建

３つの目標をふまえた
総合的な復興を目指す

As a Tool As a Result

Economic Recovery

Physical Recovery Life Recovery

経済再建
地域経済の活性化



社会基盤の復旧社会基盤の復旧

経済の
活性化
経済の
活性化

中小企業
対策

中小企業
対策

住宅再建住宅再建 都市計画都市計画

被災者の生活再建被災者の生活再建

復興までの道のり

はじめて生活再建が課題としてとりあげられた災害



社会基盤の復旧社会基盤の復旧

経済の
活性化
経済の
活性化

中小企業
対策

中小企業
対策

住宅再建住宅再建 都市計画都市計画

被災者の生活再建被災者の生活再建

阪神・淡路大震災の復興

はじめて生活再建が課題としてとりあげられた災害
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Ⅰ

失見当

10 hours 1000 hours Time100 hours

人的被害

家屋被害

家財被害

被害総額

家計･仕事への影響

性別

家族

職業

住所

被災者の居住地の移動・住宅の再建

Ⅱ

被災地社会
の成立

Ⅲ

ブルーシートの
世界

Ⅳ

現実への帰還

Ⅴ

生活復興へ

10000 hours

０

災害発生

基本属性

自助・共助での復旧・復興のようす

まちの復旧・復興のようす

こころとからだの状態

次の災害へのそなえ

仕事の状況・家計の状況

すまい

つながり

まち

こころとからだ

そなえ

くらしむき

避難行動

救助・救出

安否確認

避難生活

生活復興感

復興カレンダー

復旧・復興の度合いを知る応急期を知る

必要な支援とその評価行政とのかかわり

生
活
再
建
課
題

回答者を知る

災害発生時

居場所

居住年数

自助・共助・公助

被害の実態

年齢

行動
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X=log ‘震災発生から経過した時間’
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テント・車の中・車庫・駐車場

1年 1年6ヶ月(2009年3月)

失見当 被災地社会の成立 災害ユートピア 現実への帰還 創造的復興
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血縁
テント・車の中・車庫・駐車場

場所の移動（2007中越沖地震）
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男性 女性 男性 女性 男性 女性

中越地震 中越沖地震 被災地外P<.01 P<.01

平均40.46
平均40.13

平均41.43

高

生
活
復
興
感

低

中越地震、被災地外については、女性の生活復興感が男性より高かった。中越沖地震については、男性・女性で生活復
興感に差が見られなかった。

復興が進むと、女性の復興感は男性の復興感より高い得点で推移することが過去の調査から明らかになっており、中越沖

地震の被災地は、未だ復興過程にあり、すまいや生活における負担が「男性より女性にかかっている」結果と推測される。

生活への復興感 男女別
中越地震（発災後5年）と中越沖地震(2年）の比較
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中越地震 中越沖地震
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生
活
復
興
感
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中越地震では「59歳以下の無職」、中越沖地震では「59歳以下の無
職」に加えて、「商工自営業」の生活復興感が顕著に低かった。

生活への復興感 職業別
中越地震（発災後5年）と中越沖地震(2年）の比較
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①③ ④ ② ⑨⑤⑦ ⑧⑥

％
① 被害の全体像がつかめた (n=378)

② もう安全だと思った (n=366)

③ 不自由な暮らしが当分続くと覚悟した (n=371)

④ 仕事/学校がもとに戻った (n=331)

⑤ すまい問題が最終的に解決した (n=360)

⑥ 家計への震災の影響がなくなった (n=340)

⑦ 毎日の生活が落ち着いた (n=371)

⑧ 地域の活動がもとに戻った (n=347)

⑨ 自分が被災者だと意識しなくなった (n=358)

⑩ 地域経済が震災の影響を脱した (n=331)

7/16 夕方 翌朝 /17-19 -/23 8月 12月 2008年7月-2009-2010
-2012

-20179月

⑩⑪

⑪ 地域の道路がもとに戻った (n=349)

99.5 ③
99.2 ①
96.0
94.2
91.5

85.6

78.8

70.1

48.0

82.2

「震災」を理解する
のには１０時間

被害の全体像がわかる
のは翌朝以降

１週間すぎると仕事/学校
が急速に戻りはじめる

毎日の生活が
落ちつくまでに
は２ヶ月

被災者意識は１
周年を迎えるころ

地域経済は５割に
満たない

道路の復旧は１年

10 102 103 104100 hours

X=log ‘震災発生から経過した時間’

失見当 被災地社会の成立 災害ユートピア 現実への帰還 創造的復興

いろんなものは1000時間
を超えてから！

「自分が被災者であるという意識がもとに戻った」のは、中越地震被災者では過半数に達したのは２年目、70%に達した

のは３年目であるが、中越沖地震被災者では１年目で過半数、1.5年目で70%と速かった。ちなみに、阪神・淡路大震災

（2005年調査）で70%に達したのは6年目であった。

中越沖地震（2年）
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⑨N
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⑦O ⑧ON

％
① 被害の全体像がつかめた

② もう安全だと思った

③ 不自由な暮らしが当分続くと覚悟した

④ 仕事/学校がもとに戻った

⑤ すまい問題が最終的に解決した

⑥ 家計への震災の影響がなくなった

⑦ 毎日の生活が落ち着いた

⑧ 地域の活動がもとに戻った

⑨ 自分が被災者だと意識しなくなった

⑩ 地域経済が震災の影響を脱した

7/16 夕方 翌朝 /17-19 -/23 8月 12月 2008年7月-2009-2010
-2012

-20179月

⑩O

⑪O

⑪ 地域の道路がもとに戻った

Nは中越地震

Oは沖地震

調査時点（2009年3月）

での新潟県の２つの被
災地域の復興状況をま
とめた図

10 102 103 104100 hours

X=log ‘震災発生から経過した時間’

失見当 被災地社会の成立 災害ユートピア 現実への帰還 創造的復興
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⑤ON
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中越地震（発災後5年）と中越沖地震(2年）の比較



復興を測る

• 復興の全体像を定期的にしらべる

• ものさし

• 復興計画や施策評価のためのツールを持つ



調査年度 1999年 2001年 2003年 2005年

調査対象地域
震度７及び都市
ガス供給停止地

域

調査対象 20才以上世帯主

サンプリング法

調査対象者 2500 3300 3300 3300
有効回答数 623 1203 1203 1028
有効回答率 24.9% 36.5% 36.5% 31.2%

調査方法

震度７及び都市ガス供給停止地域＋神戸市北区西
区

 層化2段抽出法を用いて住民基本台帳から抽出

郵送自記入・郵送回収方式

20才以上男女

調査年度 2005年3月 2006年3月 2006年10月

調査対象地域
小千谷市

川口町全域

調査対象

サンプリング法

調査対象者 1000 2140 2140
有効回答数 518 907 1013
有効回答率 51.8% 42.4% 47.3%

調査方法

長岡市・小千谷市・川口町の
震度6以上の地域

20才以上男女

 層化2段抽出法を用いて住民基本台帳から抽出

郵送自記入・郵送回収方式

阪神・
淡路
大震災

新潟県
中越
地震

新潟県中越沖地震
（2009年3月）

①中越地震被災地
69地点 1380人

②中越沖地震被災地
56地点 1120人

（①＋②2500人）
③以外の新潟県

125地点 2500人

復興過程を評価する調査を継続的に実施。県と共同



● ２地震の「震度分布」と、県民の「被災意識」との関係

２００４年中越地震・震度分布 ２００７年中越沖地震・震度分布

「被害・影響を受けた」と回答した人の分布 「被害・影響を受けた」と回答した人の分布

「被災地」と
「被災者意識」

2004年新潟県
中越地震
→中越大震災

2007年新潟県
中越沖地震
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①③ ④

②

⑨⑤
⑦

⑧
⑥

％
① 被害の全体像がつかめた (n=364)

② もう安全だと思った (n=357)

③ 不自由な暮らしが当分続くと覚悟した (n=358)

④ 仕事/学校がもとに戻った (n=321)

⑤ すまい問題が最終的に解決した (n=338)

⑥ 家計への震災の影響がなくなった (n=326)

⑦ 毎日の生活が落ち着いた (n=362)

⑧ 地域の活動がもとに戻った (n=321)

⑨ 自分が被災者だと意識しなくなった (n=337)

⑩ 地域経済が震災の影響を脱した (n=295)

⑩

87.5 ⑩
86.9 ⑨

⑪ 地域の道路がもとに戻った (n=308)

⑪

９０％以下のものは％明記

全項目で
ほぼ９割
復旧・復興

10/23 夜中

10 102 103 104100

翌朝 /24-26 -/30 11月 2005年3月 -10月 -2006-2007
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-2014

hours

12月

X=log ‘震災発生から経過した時間’

失見当 被災地社会の成立 災害ユートピア 現実への帰還 創造的復興

長岡市（中越地震時）
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①③ ④ ② ⑨
⑤

⑦

⑧⑥

％
① 被害の全体像がつかめた (n=189)

② もう安全だと思った (n=180)

③ 不自由な暮らしが当分続くと覚悟した (n=195)

④ 仕事/学校がもとに戻った (n=180)

⑤ すまい問題が最終的に解決した (n=187)

⑥ 家計への震災の影響がなくなった (n=176)

⑦ 毎日の生活が落ち着いた (n=193)

⑧ 地域の活動がもとに戻った (n=178)

⑨ 自分が被災者だと意識しなくなった (n=181)

⑩ 地域経済が震災の影響を脱した (n=167)

⑩

74.3 ⑩
76.8 ⑨
81.3 ⑥

⑪ 地域の道路がもとに戻った (n=177)

⑪

家計・地域
経済・被災
者意識が
約８割

10/23 夜中
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X=log ‘震災発生から経過した時間’

失見当 被災地社会の成立 災害ユートピア 現実への帰還 創造的復興

小千谷市
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①③ ④ ② ⑨

⑤⑦

⑧ ⑥

％
① 被害の全体像がつかめた (n=30)

② もう安全だと思った (n=31)

③ 不自由な暮らしが当分続くと覚悟した (n=32)

④ 仕事/学校がもとに戻った (n=27)

⑤ すまい問題が最終的に解決した (n=31)

⑥ 家計への震災の影響がなくなった (n=31)

⑦ 毎日の生活が落ち着いた (n=31)

⑧ 地域の活動がもとに戻った (n=31)

⑨ 自分が被災者だと意識しなくなった (n=31)

⑩ 地域経済が震災の影響を脱した (n=29)

⑩

71.0 ⑨

34.5

67.7 ⑥
⑪ 地域の道路がもとに戻った (n=30)

⑪

87.1 ②

家計・被災
者意識が
約７割

地域経済は
未だに
34.5%

10/23 夜中
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失見当 被災地社会の成立 災害ユートピア 現実への帰還 創造的復興

川口町
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① 被害の全体像がつかめた (n=11)

② もう安全だと思った (n=12)

③ 不自由な暮らしが当分続くと覚悟した (n=12)

④ 仕事/学校がもとに戻った (n=11)

⑤ すまい問題が最終的に解決した (n=12)

⑥ 家計への震災の影響がなくなった (n=11)

⑦ 毎日の生活が落ち着いた (n=12)

⑧ 地域の活動がもとに戻った (n=12)

⑨ 自分が被災者だと意識しなくなった (n=12)

⑩ 地域経済が震災の影響を脱した (n=11)

⑩

63.6 ⑩

54.5 ⑥

⑪ 地域の道路がもとに戻った (n=12)

⑪

家計・地域
経済が
約６割

2007年4月1日

ほぼ全域の避
難指示解除

急速に回復

震災時に山古志在住の全13人中11人が、
調査時に山古志に戻る（2人は長岡市内）

10/23 夜中

10 102 103 104100
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X=log ‘震災発生から経過した時間’

失見当 被災地社会の成立 災害ユートピア 現実への帰還 創造的復興

山古志村（中越地震時）

● 長岡市（地震当時） ● 川口町

● 小千谷市 ● 山古志村（地震当時）

中越地震（発生から5年）


